
















北海道茅部郡鹿部町

北海道浦幌町

山形県鶴岡市戸沢 福井県美浜町久々子

神奈川県南足柄市内山

山形県西置賜郡白鷹町大字高岡

北海道千歳市

新潟県南魚沼郡湯沢町三国

山形県山形市大字岩波

東京都八王子市丸山町新潟県南魚沼市深沢
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大阪府箕面市下止々呂美

大阪府泉佐野市大木

和歌山県海南市幡川

山梨県南巨摩郡身延町下部長野県茅野市北山

北海道茅部郡鹿部町

山形県最上郡真室川町大字木ノ下秋田県北秋田市阿仁繁沢国有林

青森県十和田市大字奥瀬

北海道石狩市送毛

石川県白山市佐良新潟県魚沼市大白川福岡県那珂川町道善
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大分県九重町松木 PCF

北海道石狩市濃昼 HRF 岩手県下閉伊郡田野畑村萩牛 HRF

茨城県常陸太田市下高倉 HRF 群馬県高崎市箕郷町松之沢 HRF 岩手県釜石市天神町 PCF

愛知県豊田市石楠町 PCF

千葉県鴨川市内浦 PCF

岐阜県加茂郡川辺町福島 PCF

京都府京都市左京区鞍馬本町 PCF

三重県熊野市飛鳥町大又 HRF 岐阜県郡上市八幡町相生 HRF

京都府京都市左京区鞍馬本町 HRF 香川県小豆郡小豆島町吉田 HRF

岩手県下閉伊郡田野畑村萩牛 PCF

2423

Ｈ
Ｐ
Ｆ
工
法
概
要

Ｈ
Ｓ
Ｆ
工
法

Ｈ
Ｒ
Ｆ
工
法

Ｐ
Ｃ
Ｆ
工
法

Ｕ
Ｌ
Ｆ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
フ
ェ
ン
ス

Ｅ
Ｎ
工
法

Ｐ
Ｒ
Ｆ-

Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｆ
工
法

HIGH POWER FENCE

施 工 事 例



















ＥＮ工法スタンダードタイプ ( 本設使用 ) は、「落石対策便覧」記載の「実験による性能検証法」

に準拠した実規模実証実験を行い、2 タイプにおける落石防護性能を検証しています。

実験の結果、全タイプにおいて、阻止面から抜け出すことなく重錘を捕捉し、適用可能
エネルギー以上の防護性能と落石防護柵の機能について確認することができました。

実験は実斜面の

地盤上にアンカー

を打設し供試体を

構築しています。

質量ｍ�(ton) 0.25 0.49

0.213体積Ｖ�(m�) 0.0943

2,661 2,300密度Ｙ�(kg ／ｍ�)3

0.670一辺の寸法Ｌ�(m) 0.510

阻止面
支柱

ワイヤロープ

基礎・アンカー

変形したポリエチレンネットは交換が必要 性能 2

性能 1

性能 2

性能 1

性能 2

性能 2

性能 2

緩衝装置
その他
全体

構成部材 再使用性・修復性 性能水準

本体の損傷はなく、再使用は可能

損傷したワイヤロープは交換が必要

基礎地盤の変状はなく、アンカー抜け出し等の損傷もないことから、アンカーの
再使用は可能

スリップした緩衝装置は交換が必要

損傷した繊維ロープは交換が必要

損傷した部材、緩衝装置の交換によって修復可能

性能水準
性能 2 ES�50B：52.2kJ�( 本設時の安全率 1.5 を考慮 )  ES�100B：102.4kJ�( 本設時の安全率 1.5 を考慮 )

要求性能を満たす落石エネルギー (�k�J�)

ＥＮ工法 性能照査結果（全タイプ共通）

ＥＮ工法 �要求性能を満たす落石エネルギー（タイプ別�）

重錘形状は多面体とし、

材質は外側を鉄板で覆った

コンクリート製

（密度 2,300�kg/m 〜 3,000�kg/m の範囲内）3 3 落石径 (φ) と落下高さ (�H�) から算出される落石エネルギー (�E�) とＥＮ工法各タイプの適用範囲。

・落石の全運動エネルギー

Ｅ�：�落石の全運動エネルギー

β�：�回転エネルギー係数（0.1としてよい）

μ�：�等価摩擦係数

θ�：�斜面勾配

ｍ�：�落石の質量

ｇ�：�重力加速度

Ｈ�：�落石の落下高さ

[�設定条件�]

 斜面勾配：θ＝45°

 等価摩擦係数：μ＝0.35

 落石の単位体積重量：γ＝26kN/m³

Ｅ�＝�（１＋β）１−������  ��ｍ･ｇ･Ｈ（����������）μ
tanθ

ここに、 （１＋β）１−������  ��≦�1.0（����������）μ
tanθ

[1.70kN]

100kJ

0.6m 0.7m 0.8m 0.9m0.5m 1.0m 1.1m 1.2m
[2.94kN] [4.67kN] [6.97kN] [9.92kN] [13.61kN] [18.12kN] [23.52kN]

落石径�（φ） ［落石重量�（Ｗ）］
[0.87kN]
0.4m

[0.37kN]
0.3m

150kJ

50kJ

ES�100Bの対応レベル
（E=100kJ）

（E=�50kJ）
ES�50Bの対応レベル

ES�50B ( 本設使用 Emax＝50kJ�) ES�100B ( 本設使用 Emax＝100kJ�)

重錘衝 突方法 鉛直落下式

供試体寸法

衝 突 速 度 25m�/�s�( 重錘落下高 32.0�m�)

支柱間隔 6.0�m

スパン数 3 スパン ( 支柱本数 4 本 )

載荷位置
水平位置 スパン中央

垂直位置 有効柵高の 2/3( 地表面より 2.0�m�)

32.0ES�100B 0.49 3.40925.0 153.7 90
捕捉32.0ES���50B 0.25 3.15625.0 78.4 90( 本設使用 Emax＝��50kJ�)

( 本設使用 Emax＝100kJ�)

捕捉結果��Δmax�（�ｍ�）
最大変位量衝突速度�

V（�m/s�）
衝突エネルギー

E（�k J �）
重錘入射

角度（�度�）
供試体�タイプ

実 験 結 果重錘質量
ｍ�（ｔ） H�（�ｍ�）

落下高

▽重錘衝突位置
（エネルギー評価位置）

EN 供試体

15°

多面体重錘
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端末立木 エースライン

ネット接続用繊維ロープ

控え立木
ＡＫブロック（滑車） 立木保護シート

中間立木

ネット固定用補助アンカー

立木間隔�10.0m以内

イージーネット

ネット幅（１スパン）

立木間隔�10.0m以内

ネット幅（１スパン）

控え繊維ロープ ネット幅 ネット幅 ネット幅 ネット幅

補助アンカー ネット接続用繊維ロープ
イージーネット主アンカー

転石

補助アンカー

イージーネット

主アンカー

転石

福井県大飯郡おおい町

宮城県仙台市青葉区作並

長野県小谷村

神奈川県相模原市津久井町青根

三重県熊野市新鹿町

滋賀県大津市芦火谷川�付近

長野県大鹿村桶谷

転石

イージーネットＬＴ

補助アンカー

主アンカー

ネット接続用ロープイージーネットＬＴ

転石

ネット幅 ネット幅 ネット幅

補助ロープ補助アンカー

主アンカー

設置位置 主要用途落�石 200�kJ
[仮設] 斜面中腹

落石防護

設置位置 主要用途
斜面中腹 落石・土砂��飛散防止

表面滑落防止

設置位置 主要用途
斜面中腹

落石予防
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パイルロックフェンス -�Plus 工法は、「落石対策便覧」記載の「実験による性能検証法」に準拠
した実規模実証実験を行うことにより、最大 210kJ の落石に対する防護性能を確認しています。

実験の結果、全タイプにおいて、阻止面から抜け出すことなく重錘を捕捉し、適用可能
エネルギー以上の防護性能と落石防護柵の機能について確認することができました。

実験は実斜面の

地盤上に支柱を

打設し供試体を

構築しています。

質量ｍ�(ton) 0.35 0.70

0.287体積Ｖ�(m�) 0.1383

2,536 2,439密度Ｙ�(kg ／ｍ�)3

0.740一辺の寸法Ｌ�(m) 0.580

阻止面
支柱

ワイヤロープ
基礎・アンカー

変形した金網・間隔保持材は交換が必要 性能 2

性能 2

性能 2

性能 1

性能 2

性能 2

性能 2

緩衝装置
その他
全体

構成部材 再使用性・修復性 性能水準

変形した支柱は交換が必要

損傷したワイヤロープは交換が必要

軽微な損傷であり、力学特性に大きな影響はない

スリップした緩衝装置は交換が必要

損傷した結合コイル等の副部材は交換が必要

損傷した部材、緩衝装置の交換によって修復可能

性能水準
性能 2 TYPE-100kJ：109.8kJ   TYPE-210kJ：219.5kJ

要求性能を満たす落石エネルギー (�k�J�)

ＰＲＦ-�Plus 工法 性能照査結果（全タイプ共通）

ＰＲＦ-�Plus 工法 要求性能を満たす落石エネルギー（タイプ別�）

重錘形状は多面体とし、

材質は外側を鉄板で覆った

コンクリート製

（密度 2,300�kg/m 〜 3,000�kg/m の範囲内）3 3
落石径 (φ) と落下高さ (�H�) から算出される落石エネルギー (�E�) と PRF -P lus の適用範囲。

[�設定条件�]

 斜面勾配：θ＝45°

 等価摩擦係数：μ＝0.35

 落石の単位体積重量：γ＝26kN/m³

TYPE-100kJ TYPE-210kJ

重錘衝 突方法 鉛直落下式

供試体寸法

衝 突 速 度 25m�/�s�( 重錘落下高 32.0�m 以上�)

支柱間隔 5.0�m

スパン数 3 スパン ( 支柱本数 4 本 )

載荷位置
水平位置 スパン中央

垂直位置 有効柵高の 2/3( 地表面より 2.0�m�)

32.0TYPE-210kJ 0.70 3.04725.0 219.5 90
捕捉32.0TYPE-100kJ 0.35 2.48225.0 109.8 90

捕捉結果��Δmax�（�ｍ�）
最大変位量衝突速度�

V（�m/s�）
衝突エネルギー

E（�k J �）
重錘入射

角度（�度�）
供試体�タイプ

実 験 結 果重錘質量
ｍ�（ｔ） H�（�ｍ�）

落下高

15°
▽重錘衝突位置

多面体重錘

斜面勾配θ

落石

防護柵

[1.70kN]

100kJ

[2.94kN] [4.67kN] [6.97kN] [9.92kN] [13.61kN]

落石径φ（ｍ）  ［落石重量］

[0.87kN][0.37kN]

50kJ

150kJ

200kJ

250kJ

0.6m 0.7m 0.8m 0.9m0.5m 1.0m0.4m0.3m

�TYPE-210kJの対応レベル

TYPE-100kJの対応レベル

（E=210kJ）

（E=100kJ）
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